
第 26 回がん臨床研究フォーラムプログラム 

平成２８年６月１７日（金） 於：国立がん研究センター内国際研究交流会館 

 

＜開会の辞＞（9:00～9:10） 

・ 全国がん（成人病）センター協議会会長          中釜 斉 

（国立がん研究センター 理事長） 

・ 第 26 回がん臨床研究フォーラム実行委員長          前川 剛志 

 （山口県立総合医療センター 院長） 

 

＜午前の部＞シンポジウム（9:10～11:30） 

主題：担がん患者のサポート 

政府は 2007 年「がん対策基本法」を制定して以来、2015 年末の「がん対策加速化プラン」を策定す

るなど、がん対策に対応する政策を次々に打ち出しています。 

本フォーラムでも、一昨年度“がんサイバーシップ支援”と題して名古屋医療センターが主幹のワー

クショップが開催されています。また昨年度、国立がん研究センターがん対策情報センターがんサイバ

ーシップ支援部から“がんサイバーシップオープンセミナー”“公民館カフェ”“ご当地カフェ”と称し

た活動報告がされています。国民寿命の平均の伸延、日本の医療の発展に伴い、担がん患者への心身に

対するサポート、就労におけるサポートは必須のものとなっています。 

「担がん患者のサポート」と題して、担がん患者で医療従事者、担がん患者をサポートする者、及び

担がん患者が働き、生きるために医療者に提言される方々にお話し頂き、今後のがんサバイバーへの支

援強化を図りたいと思います。 

 

座長：山口県立総合医療センター 院長              前川 剛志 

国立がん研究センター がん対策情報センター 

                 がん医療支援部長          加藤 雅志 

 

【9:10～9:25】（問題提起 15 分） 

 山口県立総合医療センター 院長                前川 剛志 

 

【9:25～9:45】（講演 15 分、質疑 5分） 

１ がんと診断されても働き続ける 

山口県立総合医療センター                   井本恵美子 

 

【9:45～10:05】（講演 15 分、質疑 5 分） 

２ がん患者さんと家族のサポートグループ「がんを知って歩む会」の取り組み 

国立がん研究センター中央病院副看護部長            森  文子 

 

【10:05～10:25】（講演 15 分、質疑 5 分） 

３ 週２回開催の「がん患者サロン」７年の歩み 

ＮＰＯ法人周南いのちを考える会 代表             前川 育  

 

【10:25～10:45】（講演 15 分、質疑 5 分） 

４ キャンサーサバイバーシップケア ～がん患者が笑顔を取り戻すために～ 

一般社団法人キャンサーフィットネス 代表理事         広瀬真奈美 

 



【10:45～11:05】（講演 15 分、質疑 5 分） 

５  がん患者と家族の『働く・生きる』を支える為に、医療者が知っておきたいこと 

就労支援ハローワーク 

国立がん研究センター中央病院相談支援センター         清水理恵子 

 

【11:05～11:30】 

総合討論 

 

＜昼食休憩＞（11:30～12:45） 

＜午後の部＞ワークショップ（12:45～15:30） 

主題：がん治療の最前線 

近年、がんの治療法は劇的に変革し、この分野でのがん細胞に対する免疫細胞制御解除理論の確立は、

この 20 年間で最もエポックメーキングのこととされています。“がん治療の最前線”と題する本ワーク

ショップでは、がんの幹細胞、がんの免疫治療、進行肝癌に対する新規治療、陽子線によるがん治療等

に関して、それぞれの分野で先導的な臨床への橋渡し研究、臨床研究を実践されておられる先生方にご

講演いただきます。 

本ワークショップの終わりに演者間でご討論いただき、がん臨床フォーラムにご参加の皆様に少しで

もお役に立つことができれば幸いです。  

 

座長：国立がん研究センター中央病院 病院長              西田 俊朗 

山口大学大学院医学系研究科 消化器病態内科学 教授      坂井田 功 

 

【12:45～12:50】（問題提起 5 分） 

 山口大学大学院医学系研究科 消化器病態内科学 教授     坂井田 功 

 

【12:50～13:25】（講演 30 分、質疑 5 分） 

１ 細胞周期から見たがん幹細胞の治療抵抗性のメカニズム 

    九州大学生体防御医学研究所   分子医科学 教授          中山 敬一 

 

【13:25～14:00】（講演 30 分、質疑 5 分） 

２ 抗腫瘍免疫応答を利用したがん免疫治療の作用機序 

千葉大学大学院医学研究院 免疫細胞医学 教授         本橋新一郎 

 

【14:00～14:35】（講演 30 分、質疑 5 分） 

３ 当科における進行肝癌の治療戦略 

山口大学大学院医学系研究科 消化器病態内科学 教授      坂井田 功 

 

【14:35～15:10】（講演 30 分、質疑 5 分） 

４ 陽子線治療   指宿でのチャレンジ 

メディポリス国際陽子線治療センター センター長        菱川 良夫 

 

【15:10～15:30】 

総合討論 

 

 ＜閉会の辞＞ 

  山口県立総合医療センター         副院長         上田 一之 


